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【教育目標】 総合目標 知性を磨き、心を見つめ、チャレンジする生徒

◎自主性、創造性のある生徒（知育）

◎情操豊かな生徒 （徳育）

◎健康でたくましい生徒 （体育）

【地区夏季総合体育大会②】 ～男子バレー・野球・女子ソフトテニス（個人）～

６月１１日（土）に、地区夏季大会のバレーボール男子、軟式野球、ソフトテニス
の試合がありました。
ソフトテニスは東風平庭球場で個人戦の試合がありました。本校からは女子３ペア

が出場しましたが、残念ながら１回戦敗退となり県大会への出場は叶いませんでした。
軟式野球は東風平球場で糸満中学校と対戦しました。時折小雨がちらつくあいにく

の天気でしたが、３回に３対２と逆転し、その後４対４の同点となり、６回表に５対
４と勝ち越し逃げ切りで勝利しました。６月１８日（土）に県大会出場をかけて兼城
中と対戦予定です。
バレーボール男子は、長嶺中学校において豊見城中学校と準決勝の試合に臨みまし

た。第１セットは豊見城中、第２セットは本校が取り、決勝進出をかけて第３セット
に臨みました。結果は残念ながら負けてしまいましたが、地区３位で県大会出場です！

【６月１１日（土）の結果】

№ 競 技 種 目 大 会 結 果（概要） 備 考

① バレーボール男子 １－２で豊見城中に惜敗（３位） 県大会出場

② 軟式野球 ５－４で糸満中に勝利（6/18 に兼城中と試合予定）

③ ソフトテニス女子 個人戦３ペアとも惜敗
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【沖縄県吹奏楽祭】 ～素晴らしいハーモニーで迫力のある演奏を披露！～

６月１１日（土）に、第３８回沖縄県吹奏楽祭（第
１日目）が沖縄市民会館大ホールにおいて開催され

ました。本校吹奏楽部は４６校中３８番目の出演で、

マーチ「ブルー・スプリング」と「銀河鉄道９９９」

の２曲を演奏しました。各楽器のハーモニーが素晴

らしく、よく音の通った迫力のある演奏で聴き応え

がありました。７月のコンクールが楽しみです！

【１学年平和学習会】 ～沖縄戦から現在の難民問題まで学ぶ 私が描く未来～

６月１３日（月）の５・６校時に、１学年の平和学習会がありました。
沖縄ＮＧＯセンター代表理事の玉城直美さんを講師にお招きし、沖縄戦
や現在の難民問題について学び、自分たちの未来について考えました。
主な学習内容は以下の３点です
① シリア難民の様子を写した４枚の写真の人々の様子や状況につい
て考え順番に並び替える。（フォトランゲージ）

② 沖縄戦のシミュレーション体験（沖縄戦当時の読谷村でチビチリ
ガマとシムクガマに避難した住民の運命を分けた決断の疑似体験。
チビチリガマでは住民の「集団死」がおこり、シムクガマではその
ようなことはおこらず多くの住民の命が助かった。）

③ 県出身歌手の玉城千春さんが中学生徒と共に作った「Hope Dream
Future」という歌を聴き、あきらめず希望を持ち未来を創っていく
ことについて考える。

１年生の皆さんは、蒸し暑い体育館での学習にもかかわらず、一生懸命に講師の話を聴き、
主体的に考え判断し、グループで話し合い、発表も積極的に行っていました。素晴らしい!!

【生徒のふり返り】
◎ シミュレーションでは、戦争によって罪のない命が沢山なくなっていったんだなと知るこ
とができました。また、歌も聞いて、自分は平和学習を受けてどういう風に行動した方が良
いのかを考えるきっかけになりました。沖縄戦のことも私たちがしっかりと体験者の話を受
け継いで、次の人々に語り継ぐべきだと思いました。

◎ シミュレーションをして、生きることの難しさ、そして、他の国の言葉を知ることの大切
さを知りました。千春さんの歌の歌詞にあった「未来を選ぶ権利がある」という言葉にはす
ごくたくさんの意味がつまっているんだろうなぁと思いました。

◎私は、歌の歌詞にもあるように子どもで無力だとしても、私なりの何かが変わる希望と夢を
持とうと思いました。そして、自分は関係ないではなく、一人ひとりが関心を持ち、戦争体
験者に寄り添うことが大切だと気づきました。また、今、私たちがこうして話している間に
も誰かが戦争で亡くなっていると思うと胸が痛みます。

◎この歌を聞いて、自分の将来や希望を叶えることができないまま亡くなった人がたくさんい
ることを知り、戦争は人の将来や希望をうばうことを知って恐ろしいと思った。今、私たち
が自分の将来に向かって勉強していることがありがたいし、つなげていき、平和な世界にし
ていきたい。


